
2026年 10 月１１日（日）雨天決行
答志島桃取港への渡船運休の場合は中止となります

2026 第14回2026 第14回

7月18日～11月1日
鳥羽市立海の博物館にて
「伊勢湾・鳥羽の海洋ごみ
未来へ向けてできるコト」

企画展を開催しています
来てね!

奈佐の浜プロジェクトも
応援しています
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海や川のごみ問題はいつ頃からなのか?そもそも何をもってごみ問題と捉えるのかによって大きく変わるので
あろう。1980年に愛知県に入庁した私は、大半を河川行政に関わって来ており、もちろん無関係ではなかった。
河川管理者として、ごみ拾いなどの市民河川愛護活動支援もしていたが、当時はごみ活動を美化対策だと捉えて
いたし、そもそも私自身は「ごみ拾い」という活動が大嫌いだった。なぜ人が捨てたごみを拾わなくてはいけな
いのか、ましてやそれを罪のない子どもたちにさせるのはおかしいのではないか。ごみ問題はそれを捨てる心な
い人たちのモラルの問題だけだろうと捉えていたが、今となってはそれらの認識がいずれも間違っていることに
気づいていく。
とりわけマイクロプラスチック問題が認識されるようになってから、ごみ問題は単なる美化問題から水質、そ

して生態系への深刻な問題だと気づき、私たちが現代社会で今の様な便利な暮らしをしているだけで、それらが
環境へと流出すること、すなわち全ての人々ににとって他人ごとではないことに打ちのめされたのである。これ
らに気づいたのは情けないことについ最近のこと、私が2012年に伊勢湾の海岸漂着ごみ問題に向き合うため、
奈佐の浜プロジェクトを始めて以降の話。問題そのものはずっと以前からあろう（下記表参照）。
しかしながら今でも、私は「ごみ拾い」が大嫌いである。むろん環境中から回収する必要はあろうが、まず私

たちはそんなことをしなくてもよい社会を目指すべきではないか、と思う。
22世紀奈佐の浜プロジェクト委員会 事務局⾧ 近藤朗
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海ごみ 川ごみ問題をふりかえる


